
研究分野を称してムラと呼ばれ

ることがある．５０年前は，人口の

過半数がムラで生活し，国土の平らな，田んぼや畑にでき

そうな場所はすべて耕作するくらいの感じで，皆が身を寄

せ合って生活していた．今の農家さんは，機械を使って，

各人の事情に合わせて作業しているようにみえるが，当時

は人海戦術で，それには多数の人をまとめるリーダーシッ

プが必要とされた．天候や，自然災害の影響がとても大き

く，能力のある人が勤勉に働いてよい成果が得られるとは

限らなかったので，リーダーには，財産や，年功で，取り

あえず誰でも納得できる人がなるようになった．イネが育

つ時期はしばしば大雨で田んぼが被害を受けるが，数日も

田んぼの水がなくなっていればイネが枯れてしまうから，

皆で相談して一番よい方法を決める時間がなくて，リー

ダーの命令で，大急ぎで，仮に命令が間違ったものであっ

ても，工事する必要があった．その結果，ムラの中には信

頼関係と，不信感とがないまぜになっていた．今でも，田

んぼに水が行き渡るようにせっかく水門を調整しても，

ちょっと目を離した隙に，誰かが勝手に堰の向きを変え

て，田んぼが干上がっていたりする．ムラから民主主義が

育つことはなくて，それは政府が支配しやすいようにして

いたともいうが，相談している時間もなければ，水もぎり

ぎりの量しかなく，仕方がなかったようにも思われる．今

の農村では，自然と人間の間のバランスが崩れ，動物の被

害が甚だしい．シカやイノシシは思うままに田畑を荒らす

が，知能が高いサルは，はさがけしたイネを寒くなるころ

まで置いておいたりすると，まず使いの者が来て，このま

まにしておくのかというので，急いで収穫する．放ってお

くと眷属を従えてきて，稲木からイネを外してみんな食べ

てしまう．そんなサルも自動車には勝てず，国道で轢かれ

ているが，人間のようななりをしているので，あまりにも

傷ましく，見るに耐えないという． （佐々木 明）
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